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鯖江市中央中学校 第３学年 

令和８年１月３０日発行 

１月 22日より今季最強寒波が襲来し、大雪を経験することとなりました。しかし、忍耐強い福

井県民として、それにも負けず、学校生活は通常通りに送ることができました。まだまだ厳しい寒

さが続くようですが、身も心も引き締めて頑張って行きましょう。 

さて、中学生最後の定期テストも終わりました。いよいよ 2月 2日(月)・3日(火)私立試験制入

試を皮切りに、高専 2月 8日(日)、県立高校 2月 18日(水)・19日(木)の試験制入試と続きます。

これまでの学習の成果を最大限出せるよう、体調や生活リズムの管理をしっかり行っていきまし

ょう。ご家庭でのサポートもよろしくお願いします。 

３月には、いよいよ卒業となります。残り少なくなった中学校生活ですが、最高学年として後輩

たちの良い手本となり、有終の美を飾れるよう、教職員一同、精一杯支援してまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

残された中学校生活はあと少しになりましたが、ここからが一番大切な時期です。なぜ

なら、中学校 3年間、ひいては義務教育 9年間の「集大成」であると同時に、高校生活を

はじめ、次の人生へのステージの「0 学期（準備期間）」でもあるからです。皆さんのこ

とを信頼し、支えてくださった家族や地域の方々、大切な仲間、そして母校・中央中に対

してどのような恩返しができるか、卒業までどういう自分でいられるかをしっかりと考

えて過ごしていってほしいと思います。それが後輩たちに、中央中のバトンをつないでい

くことになると思います。

推薦・特色選抜・スポーツ文化選抜入試等で合格した皆さんは、一足早く進路が決定し

ました。正直、気持ちが楽になっている人もいるでしょう。しかし、ここからが一番大切

です。高校でももちろん学習は続きます。自分が不安なときに支えになってくれた家族

や仲間に対して、どんな恩返しができるか考えてみましょう。それが学級の仲間たちが

入試に向けて頑張る力につながり、合格のバトンを渡すということになります。応援し

てくれた友達、クラスメイトのためにも入試の雰囲気作り等、しっかりと協力をお願い

します。 

進路決定した人たちへ 


